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(57)【要約】
【課題】低コストで高い圧縮耐力を確保できる壁パネル
の連結構造を提供する。
【解決手段】上下階の壁パネル１，１を連結する連結金
具１１が、主に引張力を負担する引張力受金物２０と、
圧縮力を負担する圧縮力受金物３０とを備え、引張力受
金物２０は、その連結軸２２の上下端部がそれぞれ上下
階の壁パネル１，１に固定され、圧縮力受金物３０は、
上階の壁パネル１の下端面と下階の壁パネル１の上端面
との間に、前記下端面および前記上端面に間接的に当接
した状態で設けられているので、引張力受金物２０の連
結軸２２の軸径を大径にすることなく、圧縮力受金物３
０によって圧縮力を負担できる。したがって、低コスト
で高い圧縮耐力を確保できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下階の壁パネルが連結金具によって連結された壁パネルの連結構造であって、
　前記連結金具は、主に引張力を負担する引張力受金物と、圧縮力を負担する圧縮力受金
物とを備え、
　前記引張力受金物は、その連結軸の上下端部がそれぞれ上下階の前記壁パネルに固定さ
れ、
　前記圧縮力受金物は、上階の前記壁パネルの下端面と下階の前記壁パネルの上端面との
間に、前記下端面および前記上端面に直接または間接的に当接した状態で設けられている
ことを特徴とする壁パネルの連結構造。
【請求項２】
　前記圧縮力受金物は、筒状の金物本体と、この金物本体の上端部に固定されて、上階の
前記壁パネルの下端面に当接する上当接板と、前記金物本体の下端部に固定されて、下階
の前記壁パネルの上端面に当接する下当接板とを備えていることを特徴とする請求項１に
記載の壁パネルの連結構造。
【請求項３】
　前記上当接板および下当接板は前記金物本体に点溶接によって固定されていることを特
徴とする請求項２に記載の壁パネルの連結構造。
【請求項４】
　平面視において、前記圧縮力受金物は前記引張力受金物と異なる位置に配置されている
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の壁パネルの連結構造。
【請求項５】
　上下階の前記壁パネルの間に、上面に面材を備えた床パネルが設けられ、
　前記引張力受金物は前記床パネルを上下に貫通するようにして設けられ、
　前記圧縮力受金物は前記床パネルの内部に設けられ、
　上階の前記壁パネルの下端面に、前記圧縮力受金物の上面が前記面材と同厚のプレート
を介して当接され、下階の前記壁パネルの上端面に、前記圧縮力受金物の下面が当接され
ていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の壁パネルの連結構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁パネルからなる耐力壁を使用する建物における壁パネルの連結構造に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スチ－ルハウスの建築に使用される壁パネルの一例として、薄鋼板を凹溝状に折
り曲げ加工されて形成された横断面リップ付溝形の一対の溝形鋼のウェブを背中合わせに
配置したたて枠材を間隔をおいて配置するとともに、それらの上下端部を、薄鋼板を凹溝
状に折り曲げ加工されて形成された断面溝形の上横枠材と下横枠材により連結することで
枠体を形成し、この枠体の側面の片面または両面に、ビスまたはドリルねじ等の固着具に
より薄鋼板等の構造用面材を固定してなる壁パネルが知られている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
　このような壁パネルは、床を構成する床パネルを上下に挟んで配置されたうえで、連結
金具によって連結されている。
　連結金具の一例として、特許文献１に記載のものが知られている。この連結金具は、バ
イパス金物と称されるものである。当該バイパス金物は、上階の壁パネルのたて枠材と下
階の壁パネルのたて枠材とに渡ってたて向きに配置できる長さを有するボルトを備え、こ
のボルトの軸方向に間隔をおいて上階側および下階側に配置されて各階の壁パネルのたて
枠材に固定される側方開口溝形断面の接合金物がそれぞれ配置され、各接合金物における
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側方開口溝にボルトが着脱可能に嵌合されているとともに、接合金物はボルトの長手方向
に位置固定可能に装着されている。
【０００４】
　また、連結金具の他の例として、特許文献２に記載のものが知られている。この連結金
具は、ホールドダウン金物と箱形金物とを備えている。
　ホールドダウン金物は、構造部材を引き寄せて接合するための、いわゆる引き寄せ金物
であり、長板形状のたて枠取付部と、たて枠取付部の長手方向一端から突設された横枠取
付部とを有するたて断面Ｌ字形状に形成されている。
　そして、上下一対のホールドダウン金物のそれぞれのたて枠取付部を上下の壁パネルの
たて枠にそれぞれ締結することにより、上下の壁パネルにそれぞれホールダウン金物が固
定される。
【０００５】
　箱形金物は、球状黒鉛鋳鉄（ＦＣＤ）材で一体に鋳造成形され、対向して配される上部
壁および下部壁、ならびに上部壁および下部壁間に亘って延びる側壁を備えている。
　そして、箱形金物の上部壁および下部壁に、上壁パネルのホールダウン金物と下壁パネ
ルのホールダウン金物とがボルトで接続されることで、上壁パネルと下壁パネルとが床パ
ネルの内方に配置された箱形金物に接合される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許４３６４１７７号公報
【特許文献２】特開２０１５－１０１８３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、特許文献１に記載の従来の連結金具は、２階建て程度の低層のスチ－ルハウ
スにおける上下の壁パネルの連結用に設計されている。
　このため、３，４階建てあるいはそれ以上の高層のスチールハウスにおいて、上下の壁
パネルを連結するには、壁パネルのたて枠の高耐力化に伴い、上下階のパネルを連結する
連結金物も高耐力化が求められているが、低層向けで採用されている従来のバイパス金物
では限界がある。
　バイパス金物は、圧縮力に対して鋼棒の座屈で耐力が決定しているため、高耐力化には
鋼棒径を大きくすることにより対処できる。しかし、鋼棒径を大きくすると、壁パネルの
たて枠断面の制約から納まり上困難であるばかりか、バイパス金物を壁パネルのたて枠に
固定するドリルねじ本数が増え、バイパス金物・鋼棒長が長くなるという問題がある。
【０００８】
　一方、特許文献２に記載の従来の連結金具では、圧縮力に対して箱形金物で応力伝達す
るため、高耐力化が可能となる。
　しかし、箱形金物は鋳鉄製の鋳物であり、この箱形金物に連結するホールダウン金物は
溶接組立が必要であるため、高価でコスト高になるという問題がある。また、ホールダウ
ン金物は引張力も負担することから、溶接部への超音波探傷検査を実施しており、コスト
高の要因になっている。
【０００９】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされたもので、低コストで高い圧縮耐力を確保できる壁
パネルの連結構造を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成するために、本発明の壁パネルの連結構造は、上下階の壁パネルが連結
金具によって連結された壁パネルの連結構造であって、
　前記連結金具は、主に引張力を負担する引張力受金物と、圧縮力を負担する圧縮力受金
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物とを備え、
　前記引張力受金物は、その連結軸の上下端部がそれぞれ上下階の前記壁パネルに固定さ
れ、
　前記圧縮力受金物は、上階の前記壁パネルの下端面と下階の前記壁パネルの上端面との
間に、前記下端面および前記上端面に直接または間接的に当接した状態で設けられている
ことを特徴とする。
【００１１】
　本発明においては、連結金具が主に引張力を負担する引張力受金物と、圧縮力を負担す
る圧縮力受金物とを備えており、圧縮力受金物は、上階の壁パネルの下端面と下階の壁パ
ネルの上端面との間に、下端面および前記上端面に直接または間接的に当接した状態で設
けられているので、引張力受金物の連結軸の軸径を大径にすることなく、圧縮力受金物に
よって圧縮力を負担できる。したがって、低コストで高い圧縮耐力を確保できる。
【００１２】
　本発明の前記構成において、前記圧縮力受金物は、筒状の金物本体と、この金物本体の
上端部に固定されて、上階の前記壁パネルの下端面に当接する上当接板と、前記金物本体
の下端部に固定されて、下階の前記壁パネルの上端面に当接する下当接板とを備えている
ことが好ましい。
【００１３】
　このような構成によれば、圧縮力受金物の金物本体が筒状に形成されているので、中実
なものに比して軽量でかつ効率的に圧縮力を伝達でき、かつ、この金物本体の上端部に固
定された上当接板が上階の壁パネルの下端面に当接し、金物本体の下端部に固定された下
当接板が下階の壁パネルの上端面に当接するので、円滑な応力伝達が可能となる。
【００１４】
　また、本発明の前記構成において、前記上当接板および下当接板は前記金物本体に点溶
接によって固定されていることが好ましい。
【００１５】
　圧縮力受金物は圧縮力を負担し、引張力は負担する必要がないので、上当接板および下
当接板が金物本体に点溶接によって固定されていることにより、溶接作業が容易であると
ともに、コスト高となる超音波探傷試験が不要となる。したがって、低コスト化をさらに
図ることができる。
【００１６】
　また、本発明の前記構成において、平面視において、前記圧縮力受金物は前記引張力受
金物と異なる位置に配置されていることが好ましい。
【００１７】
　このような構成によれば、圧縮力受金物を、引張力受金物に対して独立して設置できる
ので、様々な耐力に対して設計が可能となり、高耐力な連結構造を安価に実現することが
できる。
【００１８】
　また、本発明の前記構成において、上下階の前記壁パネルの間に上面に面材を備えた床
パネルが設けられ、
　前記引張力受金物は前記床パネルを上下に貫通するようにして設けられ、
　前記圧縮力受金物は前記床パネルの内部に設けられ、
　上階の前記壁パネルの下端面に、前記圧縮力受金物の上面が前記面材と同厚のプレート
を介して当接され、下階の前記壁パネルの上端面に、前記圧縮力受金物の下面が当接され
ていることが好ましい。
【００１９】
　このような構成によれば、床パネルの面材によって上階の壁パネルの下端面と圧縮力受
金物の上面との間に隙が生じていても、プレートによってこの隙間を埋めて、上階の壁パ
ネルの下端面に、圧縮力受金物の上面をプレートを介して当接することができる。したが
って、圧縮力受金物によって圧縮力を確実に負担できる。
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【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、圧縮力受金物は、上階の壁パネルの下端面と下階の壁パネルの上端面
との間に、下端面および前記上端面に当接した状態で設けられているので、この圧縮力受
金物によって圧縮力を負担できる。したがって、低コストで高い圧縮耐力を確保できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施の形態に係る壁パネルの連結構造の一例を示すもので、（ａ）は一
部を破断した正面図、（ｂ）は（ａ）におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図２】同、壁パネルの平断面図である。
【図３】同、（ａ）は床パネルの要部の斜視図、（ｂ）は壁パネルの連結構造の要部を示
す断面図である。
【図４】同、圧縮力受金物を示すもので、（ａ）は側面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は平
面図である。
【図５】同、圧縮力受金物の固定構造を示す正断面図である。
【図６】同、圧縮力受金物の固定構造を示す側断面図である。
【図７】本発明に係る壁パネルの連結構造の実験例を説明するためのもので、試験体の負
荷した荷重と変位との関係を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明に係る壁パネルの連結構造の実施の形態について説明する
。
　図１は本実施の形態に係る壁パネルの連結構造を示すもので、（ａ）一部を破断した正
面図、（ｂ）は（ａ）におけるＡ－Ａ線断面図である。この連結構造では、上下階の壁パ
ネル１，１の間に床パネル２が設けられるとともに、上下階の壁パネル１，１が連結金具
１１によって連結されている。なお、連結金具１１は引張力受金物２０と圧縮力受金物３
０とによって構成されている。
【００２３】
　壁パネル１は、矩形枠状の枠体３とこの枠体３の両面にそれぞれ取り付けられた面材４
とを備えている。
　枠体３は左右一対のたて枠材５，５と、各たて枠材５のそれぞれの外側に当該たて枠材
５の外側に沿って設けられたたて枠材６，６と、たて枠材５，６，６の上下端部を接続す
る上下一対の横枠材７とを備えている。なお、たて枠材６，６はたて枠材５に当接された
うえで結合されている。
　このように、本実施の形態では、壁パネル１のたて枠が１本のたて枠材５と２本のたて
枠材６，６とからなる大断面となるので、大きな軸力（圧縮力）に耐え得るものとなり、
例えば、３～４階建て、またはそれ以上の階からなる建物を構築する際の壁パネルとして
好適なものとなる。
【００２４】
　図２に示すように、たて枠材５はリップ溝形鋼によって形成され、たて枠材６は角形鋼
管によって形成されている。たて枠材５はそのウエブを外側に向けて配置され、このウエ
ブに２本のたて枠材６，６が当接されたうえで、ビスによって固定されている。たて枠材
６は壁パネル１の厚さ方向（図２において上下方向）に２本互いに当接した状態で設けら
れ、当該たて枠材６の壁パネル１の厚さ方向と直交する側壁はたて枠材５のフランジと面
一となっている。
【００２５】
　図１に示すように、横枠材７は溝形鋼によって形成され、そのウエブを水平に向けて設
けられている。上側の横枠材７の一対のフランジはウエブから下方に向けて突出しており
、下側の横枠材７の一対のフランジはウエブから上方に向けて突出している。
　そして、上側の横枠材７の端部において、当該横枠材７の一対のフランジ間にたて枠材
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５，６の上端部が挿入されてうえで、当該フランジにたて枠材５，６の上端部がビスによ
って固定され、さらに、下側の横枠材７の端部において、当該横枠材７の一対のフランジ
間にたて枠材５，６の下端部が挿入されてうえで、当該フランジにたて枠材５，６の下端
部がビスによって固定されている。
【００２６】
　また、図１および図２に示すように、枠体３の内部には、補強たて材８がたて枠材５と
平行に、かつ枠体３の幅方向中央部に設けられている。補強たて材８はリップ溝形鋼によ
って形成され、当該補強たて材８の上端部は上側の横枠材７の一対のフランジ間に挿入さ
れ、当該フランジにビス等によって固定されている。また、補強たて材８の下端部は下側
の横枠材７の一対のフランジ間に挿入され、当該フランジにビス等によって固定されてい
る。
【００２７】
　面材４は、鋼板や合板等の構造用面材によって矩形板状に形成されており、枠体３の表
裏面とほぼ等しい形状および面積となっている。このような面材４は、枠体３の両面（表
裏面）にそれぞれ当接されたうえでビス等によって固定されている。
【００２８】
　床パネル２は、図３に示すように、壁パネルの面材の直角方向に形成される矩形枠状の
枠体９とこの枠体９の上面に取り付けられた石膏ボード等の窯業系の面材１０とを備えて
いる。
　枠体９は、図３（ａ）に示すように、平行離間して配置された端根太材９ａ，９ａと、
当該端根太材９，９間に架設された複数の床根太材９ｂとによって、矩形枠状に形成され
ている。床根太材９ｂは端根太材９ａと直角に配置され、かつ床根太材９ｂどうしは平行
に配置されている。なお、図３（ａ）には、一方の端根太材９ａのみを図示しており、他
方の端根太材９ａは図示を省略している。
　また、端根太材９ａは溝形鋼によって形成され、床根太材９ｂはリップ溝形鋼によって
形成されている。
　そして、端根太材９ａの一対のフランジ間に床根太材９ｂの端部が挿入されたうえで、
当該フランジに床根太材９ｂの端部がビスによって固定されている。また、床根太材９ｂ
の端部側には溝形鋼によって形成された補強部材９ｃが、床根太材９ｂと背中合わせに配
置されるとともに、当該床根太材９ｂに固定されている。また、この補強部材９ｃの一方
のフランジは、端根太材９ａの一対のフランジ間に配置されている。
　また、面材１０の長手方向（図３（ｂ）において左右方向）の長さは、枠体９の左右方
向の長さより短くなっており、これによって、枠体９の両側部には面材１０が設けられて
いない領域がある。
【００２９】
　前記連結金具１１は、図３（ｂ）に示すように、主に引張力を負担する引張力受金物２
０と、圧縮力を負担する圧縮力受金物３０とを備えている。
　引張力受金物２０は、図１に示すように、上階の壁パネル１のたて枠材５と下階の壁パ
ネル１のたて枠材５とに渡ってたて向きに配置できる長さを有し、上下両端部に雄ねじ部
２１，２１を有するボルト（連結軸）２２と、このボルト２２の上下両端部に設けられた
固定部材２３とを備えている。
【００３０】
　固定部材２３は、図２に示すように、上下方向に連続する凹溝を有するＵ字状部と、こ
のＵ字状部の両側部に一体的に設けられた、上下方向に延長する固定用フランジとを備え
ている。
　そして、固定部材２３のＵ字状部の凹溝にボルト２２が嵌合され、図１に示すように、
固定部材２３の上下においてナット２４，２４がボルト２２に螺合して締め付けられるこ
とで、固定部材２３の上下部に圧着されている。したがって、ナット２４，２４の締め付
け位置を調整することによって、固定部材２３の上下方向の位置を調整でき、この調整し
た位置で固定部材２３をボルト２２に固定できるようになっている。
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　また、固定部材２３は上下の壁パネル１のたて枠材５の内側に挿入され、固定用フラン
ジをたて枠材５のウエブに複数のドリルねじ２４ｂによって固定することによって、たて
枠材５に固定されている。
【００３１】
　このような、引張力受金物２０は、床パネル２を上下に貫通するようにして設けられて
いる。すなわち床パネル２の面材１０には、図３（ｂ）に示すように、引張力受金物２０
のボルト２２を挿入するための貫通孔１０ａが形成されるとともに、床パネル２の床根太
（端根太材）の上下のフランジ２ａ，２ｂにも同様の貫通孔が形成されている。さらに、
上側の壁パネル１の下側の横枠材７および下側の壁パネル１の上側の横枠材７にも前記貫
通孔と同軸に同様の貫通孔が形成されている。
　そして、引張力受金物２０のボルト２２（連結軸）が複数の前記貫通孔（貫通孔１０ａ
を含む）を挿通されたうえで、当該のボルト２２の上下端部がそれぞれ上下階の壁パネル
１，１のたて枠材５，５に固定部材２３を介して固定されている。この状態において、上
側の壁パネル１の下側の横枠材７と下側の壁パネル１の上側の横枠材７とは、床パネル２
の上下面にそれぞれ当接している。
　したがって、上下の壁パネル１，１に引張力が作用すると、この引張力を引張力受金物
２０のボルト（連結軸）２２が負担するとともに、圧縮力の一部も当該ボルト（連結軸）
２２が負担可能となっている。
【００３２】
　なお、壁パネル１はその左右方向の長さの異なる複数種類のものがあり、長さが長い場
合、補強たて材８が複数平行離間して設けられる。その場合でも、引張力受金物２０は、
基本的に壁パネル１の両側端部に配置する。
【００３３】
　圧縮力受金物３０は、図３（ｂ）に示すように、上階の壁パネル１の下端面と下階の壁
パネル１の上端面との間に、前記下端面および前記上端面に間接的に当接した状態で設け
られており、図３（ｂ）および図４に示すように、金物本体３１と、この金物本体３１の
上端部に固定されて、上階の壁パネル１の下端面に間接的に当接する上当接板３２と、金
物本体３１の下端部に固定されて、下階の壁パネル１の上端面に間接的に当接する下当接
板３３とを備えている。
【００３４】
　金物本体３１は円筒状の鋼管で形成されており、その軸方向（上下方向）の長さは、床
パネル２の枠体９の高さより、上下の当接板３２，３３の厚さと床パネル２の上下のフラ
ンジ２ａ，２ｂの厚さとの合計の厚さ分だけ低くなっている。
　なお、金物本体３１は筒状であれば、円筒状に限らず、角筒状であってもよいし、さら
には筒状でなく中実なものであってもよい。但し、筒状の方が中実なものに比して、軽量
であり、かつ効率的に圧縮力を伝達できるので、筒状の方が好ましい。
【００３５】
　上当接板３２と下当接板３３とは矩形板状の鋼板によって形成されており、その長辺の
長さは壁パネル１の厚さとほぼ等しいか若干短めになっており、短辺の長さは金物本体３
１の外径より若干長めになっている。
　そして、図４に示すように、上当接板３２および下当接板３３は金物本体３１に点溶接
によって固定されている。すなわち、上当接板３２の下面の中央部に、金物本体３１の上
端面が当接されたうえで、金物本体３１の上端面が、その周方向に等間隔の４箇所の位置
で上当接板３２の下面に点溶接されている。また、下当接板３３の上面の中央部に、金物
本体３１の下端面が当接されたうえで、金物本体３１の下端面が、その周方向に等間隔の
４箇所の位置で下当接板３３の上面に点溶接されている。なお、符号ｗが点溶接部を示し
ている。点溶接の数は、必要に応じて増減してよい。
【００３６】
　このような構成の圧縮力受金物３０は、上階の壁パネル１の下端面と下階の壁パネル１
の上端面との間に、当該下端面および上端面に間接的に当接した状態で設けられている。
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　すなわちまず、図３（ｂ）に示すように、圧縮力受金物３０は、床パネル２の内部に設
けられている。また、圧縮力受金物３０は、平面視において、引張力受金物２０と異なる
位置に配置されている。具体的には、圧縮力受金物３０は、引張力受金物２０のボルト２
２より外側（図３（ｂ）において左側）に配置され、上当接板３２は床パネル２の長辺側
枠材の上フランジ２ａの端部下面に当接されている。この上当接板３２が当接している上
フランジ２ａの上には、面材１０が設けられておらず、その代わりに２枚のプレート３５
，３５が設けられている。プレート３５は鋼板によって形成されており、上当接板３２と
平面上の大きさ、形状がほぼ等しくなっている。また、プレート３５の厚さは面材１０の
半分の厚さに設定されており、プレート３５を２枚上下に重ね合わせることによって、面
材１０と同じ厚さになる。
【００３７】
　なお、本実施の形態では、上下に重ね合わせた２枚のプレート３５，３５を使用したが
、面材１０と同厚の１枚のプレートを使用してもよいし、３枚以上の複数のプレートを重
ね合わせて使用してもよい。３枚以上の複数のプレートを重ね合わせる場合、合計の厚さ
が面材１０と同厚となるように各プレートの厚さを適宜設定すればよい。
【００３８】
　そして、上階の壁パネル１の下端面に、圧縮力受金物３０の上面、すなわち上当接板３
２の上面が長辺側枠材の上フランジ２ａおよび２枚のプレート３５，３５を介して間接的
に当接されている。
　プレート３５，３５には、上階の壁パネル１の枠体３を構成する角形鋼管からなるたて
枠材６，６の下端面が当接されている。たて枠材６，６は対向する側壁６ａどうしを互い
に当接して配置されており（図２参照）、当該側壁に上当接板３２の中央部が位置するよ
うにして、圧縮力受金物３０の設置位置が調整されている。
　また、下階の壁パネル１の上端面には、圧縮力受金物３０の下面、すなわち下当接板３
３の下面が長辺側枠材の下フランジ２ｂを介して間接的に当接されている。下フランジ２
ｂには下階の壁パネル１の枠体３を構成する角形鋼管からなるたて枠材６，６の上端面が
当接されている。たて枠材６，６は対向する側壁６ａどうしを互いに当接して配置されて
おり、当該側壁に下当接板３３の中央部が位置するようにして、圧縮力受金物３０の設置
位置が調整されている。
　このように、圧縮力受金物３０の設置位置を調整することによって、圧縮力（軸力）を
確実に圧縮力受金物３０に伝達できる。
【００３９】
　なお、本実施の形態では、上階の壁パネル１の下端面に、圧縮力受金物３０の上当接板
３２の上面が上フランジ２ａおよび２枚のプレート３５，３５を介して間接的に当接され
ているが、上階の壁パネル１の下端面に上当接板の上面が直接当接されるようにしてもよ
い。この場合、上当接板を上当接板３２より厚くするとともに、上フランジ２ａに上当接
板が貫通可能な孔や切欠きを設けることで、上当接板の上面を上フランジ２ａから突出さ
せて、上階の壁パネル１の下端面に直接当接させればよい。
　また、本実施の形態では、下階の壁パネル１の上端面に、圧縮力受金物３０の下当接板
３３の下面が下フランジ２ｂを介して間接的に当接されているが、下階の壁パネル１の上
端面に下当接板の下面が直接当接されるようにしてもよい。この場合、下当接板を下当接
板３３より厚くするとともに、下フランジ２ｂに下当接板が貫通可能な孔や切欠きを設け
ることで、下当接板の下面を下フランジ２ｂから突出させて、下階の壁パネル１の上端面
に直接当接させればよい。
【００４０】
　また、圧縮力受金物３０は、床パネル２の長辺側枠材の上フランジ２ａに固定されてい
る。すなわち、図５および図６に示すように、重なっている２枚のプレート３５，３５の
両側部には、それぞれプレート３５，３５を貫通する貫通孔が形成され、この貫通孔と同
軸に上フランジ２ａにも貫通孔が形成されている。さらに、この貫通孔と同軸に上当接板
３２にねじ孔が形成されている。上側のプレート３５に形成された貫通孔は断面台形状に
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形成されている。
【００４１】
　そして、前記貫通孔にビス４０を挿入してねじ孔にねじ込むことによって、２枚のプレ
ート３５，３５と上当接板３２とが上フランジ２ａに一体的に固定されている。この状態
において、ビス４０の頭部は、上側のプレート３５に形成された断面台形状の貫通孔に納
まり、上側のプレート３５の上面から突出することがない。
　また、下当接板３３は床パネル２の下フランジ２ｂに当接されているが、固定されてお
らず、水平方向にはフリーの状態である。
【００４２】
　圧縮力受金物３０は床パネル２内に設けられるが、その設置位置は、図１に示すように
、壁パネル１の側端部に対応する位置となっている。つまり、上階の壁パネル１は床パネ
ル２の上面に複数配置されるが、これら壁パネル１のうち、特に耐力壁を構成する壁パネ
ル１の側端部に対応させて、圧縮力受金物３０が床パネル２内に配置される。通常床パネ
ル２はその上面に床材となる面材１０を備えているので、圧縮力受金物３０を床パネル２
内に設置する場合は、その設置位置上の面材１０を切り欠いたり、穴を明ける。そして、
その面材１０の厚さ分のプレート３５，３５および上フランジ２ａ（図３（ｂ）参照）を
介して、圧縮力受金物３０の上当接板３２を壁パネル１の下端面に間接的に当接する。
【００４３】
　以上のように、本実施の形態によれば、上下階の壁パネル１，１を連結する連結金具１
１が主に引張力を負担する引張力受金物２０と、圧縮力を負担する圧縮力受金物３０とを
備えており、圧縮力受金物３０は、上階の壁パネル１の下端面と下階の壁パネル１の上端
面との間に、当該下端面および上端面に間接的に当接した状態で設けられているので、引
張力受金物２０のボルト（連結軸）２２の軸径を大径にすることなく、圧縮力受金物３０
によって圧縮力を負担できる。したがって、低コストで高い圧縮耐力を確保できる。
【００４４】
　また、圧縮力受金物３０が、筒状の金物本体３１と、この金物本体３１の上端部に固定
されて、上階の壁パネル１の下端面に当接する上当接板３２と、金物本体３１の下端部に
固定されて、下階の壁パネル１の上端面に当接する下当接板３３とを備えているので、金
物本体３１が中実なものに比して軽量でかつ効率的に圧縮力を伝達できるととともに、円
滑な応力伝達が可能となる。
　また、圧縮力受金物３０は圧縮力を負担し、引張力は負担する必要がないので、上当接
板３２および下当接板３３が金物本体３１に点溶接によって固定されていることにより、
溶接作業が容易であるとともに、コスト高となる超音波探傷試験が不要となる。したがっ
て、低コスト化をさらに図ることができる。
【００４５】
　さらに、平面視において、圧縮力受金物３０は引張力受金物２０と異なる位置に配置さ
れているので、圧縮力受金物３０を、引張力受金物２０に対して独立して設置できる。し
たがって、様々な耐力に対して設計が可能となり、高耐力な連結構造を安価に実現するこ
とができる。
　また、圧縮力受金物は床パネル２の内部に設けられ、上階の壁パネル１の下端面に、圧
縮力受金物３０の上当接板３２の上面が面材１０と同厚のプレート３５，３５を介して当
接され、下階の壁パネル１の上端面に、圧縮力受金物３０の下当接板３３の下面が当接さ
れているので、床パネル２の面材１０によって上階の壁パネル１の下端面と圧縮力受金物
３０の上当接板３２の上面との間に隙が生じていても、プレート３５，３５によってこの
隙間を埋めて、上階の壁パネル１の下端面に、圧縮力受金物３０の上当接板３２の上面を
プレート３５，３５を介して当接することができる。したがって、圧縮力受金物３０によ
って圧縮力を確実に負担できる。
【００４６】
　なお、本実施の形態では、平面視において、圧縮力受金物３０を引張力受金物２０と異
なる位置に配置したが、同じ位置に配置してもよい。すなわち、本実施の形態では、床パ
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代えて、例えば、圧縮力受金物３０の金物本体３１の内径側に、引張力受金物２０のボル
ト２２を挿通することによって、平面視において、圧縮力受金物３０を引張力受金物２０
と、同じ位置に配置してもよい。
　また、本実施の形態では、本発明を、いわゆるスチールハウスを構成する壁パネル１や
床パネル２に適用したが、これに限らず、木質の壁パネルや床パネルについても適用でき
る。
【００４７】
（実験例）
　以下、実験例について説明する。
　本発明に係る実験例として、上述した実施の形態における引張力受金物２０および圧縮
力受金物３０と同様の構成の引張力受金物および圧縮力受金物の双方を備えた壁パネルの
連結構造の試験体について圧縮試験を行った。
　また、比較例として、前記引張力受金物２０と同様の構成の引張力受金物を備えている
が圧縮力受金物を備えていない壁パネルの連結構造の試験体について圧縮試験を行った。
　実験例では、ボルト径が３０ｍｍと２７ｍｍの２種類の引張力受金物を使用し、比較例
ではボルト径が３６ｍｍの引張力受金物を使用した。圧縮力受金物の金物本体として、鋼
管径６０ｍｍ、長さ２２０ｍｍ、厚さ３．８ｍｍを使用した。
【００４８】
　圧縮試験では、上下の壁パネルおよびこれらの間に設けられた床パネルを有する試験体
を圧縮試験装置にセットして、上下から試験体に圧縮力を負荷した。
　図７に圧縮試験の結果を示す。この図に示すグラフにおいて、たて軸は負荷した圧縮力
（荷重）Ｐ（ｋＮ）を示し、横軸は圧縮力による変位量δ（ｍｍ）を示している。なお、
図７においてＮｏ１は比較例のグラフを示し、Ｎｏ２、Ｎｏ３はそれぞれ本発明に係る実
験例のグラフを示す。Ｎｏ２はボルト径が３０ｍｍの引張力受金物を使用した場合、Ｎｏ
３はボルト径が２７ｍｍの引張力受金物を使用した場合である。
　このグラフに示すように、本発明に係る実験例の試験体では、比較例の試験体に比して
、引張力受金物のボルト径が小さいにも拘らず、圧縮耐力が高いことが分かる。
【符号の説明】
【００４９】
　１　壁パネル
　２　床パネル
　１１　連結金物
　２０　引張力受金物
　２２　ボルト（連結軸）
　３０　圧縮力受金物
　３１　金物本体
　３２　上当接板
　３３　下当接板
　３５　プレート
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